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ガバナーメッセージ

◇2650地区に栄光あれ

　96クラブ4,885名の会員の皆さん、2009～
2010年度最後の月にはいりました。
　この1年間公式訪問を通して直接お会いす
ることができましたことは、私のロータリー
人生において、最大の喜びでありました。皆
さんのお支えによりましてなんとか職務を全
うすることができ、心から感謝申しあげます。
　年度はじめに地区のテーマとして「育てよ
う、人。」を設定し、機会あるごとに人材こ
そロータリーの財産であることを説いてまい
りました。また「ロータリーの未来はあなた
の手の中に」とジョン・ケニー会長のかかげ
られたテーマもひとえにロータリーの基盤は
あなた方一人ひとりにあることを示すものと
考えております。
　これからのロータリーはまさに「周囲から

ります。
　この年度、私を支えてくださった13名のガ
バナー補佐の皆さん、23委員会の委員長はじ
め、委員の皆さん、ガバナー事務所地区幹事
56名の皆さん、寝食を忘れたご協力に心から
感謝申しあげる次第です。
　次年度、栗田ガバナーを中心に力をあわせ
て、2650地区の働きが一段と輝きますことを
心から願うものであります。年度を締めるに
あたりまして、地区内各クラブのご発展と会
員各位のますますのご健勝をお祈り申しあ
げ、私のご挨拶といたします。

　　　　　　国際ロータリー第2650地区
　　　　　　2009〜2010年度

ガバナー　富　田　謙　三

信頼される人材」にあるといえ
るでしょう。「ロータリーに入
りて学び、出でて奉仕する」の
言葉どおり、私たちは社会に奉
仕する人格として成長させてい
ただくことになります。今年
度、私たちの地区は300名近い
新入会員を迎えております。お
互いに手を取り合ってロータ
リーを学び、ロータリーを通し
て成長することを願うものであ
ります。
　日本には34地区、2,310のロー
タリークラブがありますが、わ
が地区の出席率は90.89％（第
２位）で燦然と輝いておりま
す。是非ロータリーの基本であ
ります例会出席を励行し、ロー
タリーを楽しみ、ロータリーの
輪につながり、豊かな職業奉仕
の至福にあずかりたいものであ
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金委員長４年、ガバナー補佐として初年度、
橋本ガバナー “思いやり”、２年目川端ガバ
ナー “次の世代にときめきを”、３年目富田
ガバナー “育てよう、人。” の地区テーマの
もと担当クラブをそれぞれ訪問させていただ
きました。地区委員長でクラブを訪問した時
にはわからなかったクラブの内部を拝見して

　 富 田 年 度 で 3 年 間
のガバナー補佐を終わ
らせていただきます。
　クラブ会長をさせて
いただいた後、2650地
区に出て 財団増進委
員 長 3 年、 財 団 補 助

Ｃの担当でした。しかも大津ＲＣの公式訪問
は８月６日と10日後に迫っていました。
　「本当に勝見さん大津に来てもらえますね」
と再三連絡をいただき、前日に届いた公式訪
問資料を抱えて琵琶湖ホテルに行った事も懐

　「 も う 一 人 の ガ バ
ナー補佐が辞任した」
と聞いたのは７月26日
の大津ＲＣ幹事からの
電話でした。その年度
は滋賀県で２名であり
私は湖東・湖北の11Ｒ

色々と学ぶ事が出来ました。
　私にとりましてこの10年間は、多くのロー
タリアンとの出会いがあり、ロータリーを通
して良い経験と勉強の機会を賜り、たくさん
の感動を頂きました事、大変幸福でした。
　只、一つ云わせていただくとすれば、ガバ
ナー補佐の任期３年は長いように思います。
２年にして、是非もっと多くの方にガバナー
補佐を経験していただければと思います。
　最後に会員皆様のご支援ご協力に感謝して
おります。
“ロータリアンでよかった”　“ありがとうご
ざいます”

かしい思い出となりました。
　最大イベントであり、一年にただ一度の公
式訪問には、どのクラブもガバナーを迎える
に当たり、懸命の歓迎準備を計り、各会長は
じめロータリアンの瞳（ひとみ）は燦然と輝
いていました。そしてどの例会場にも私をＪ
Ｃ時代より長い親交のある優しい瞳が待って
くれていました。
　この三年間で、滋賀県内22ＲＣで987名の
うち、15ＲＣの835名とお付き合いしたことに
なる。835名の瞳、1670の温かい瞳に感謝申
し上げ、御礼のご挨拶と致します。

　今期、公文俊一さん（京都北東）、勝見秀憲さん（守山）、荒木一寿さん（福井北）、刀
根莊兵衛さん（敦賀）の４人のガバナー補佐の方々が退任されます。３年の任期を終えた
方と次年度ガバナー事務所で副幹事長につくため２年で退任される方がおられますが、い
ずれもそのまま地区やクラブでお世話頂くことになっています。今後ともご活躍お祈りい
たします。

ロータリアンでよかった

1670の瞳に感謝

退任にあたって（ガバナー補佐）

公文　俊一

勝見　秀憲



4

体験出来、貴重な経験を致しましたが、補佐
役として充分であったかどうかと案じており
ます。
　何れにしても大過なく任期を終える事が出
来ますのは何より地区、クラブの皆様のご協
力のお陰と感謝致します。
　当地区はクラブ数が多い為、公式訪問時の
ガバナーの忙しさ、大変さを再度実感致しま

　 ガ バ ナ ー 補 佐 と し
て、川端五兵衞、富田
謙三、両ガバナーのお
手伝いをさせて頂きま
した。
　その間、これ迄にな
くロータリーを身近に

いを禁じえません。反対に私自身、皆様との
素晴らしい出会いを多く頂戴し、感謝の気持
ちで一杯です。
　ところで、お釈迦様の弟子の一人で、３０年
間お釈迦様のおそばにいたアーナンダという
方がいます。
　ある時、彼がお釈迦様に尋ねます。「よき

　３年間の補佐任期を
無 事 終 え る こ と が で
き、心より御礼申し上
げます。顧みて、補佐
として本当にお役にた
てたかどうか、自分の
至らなさに忸怩たる思

した。それを精力的に対処されるガバナーの
ご活躍には敬服以外言葉が見当たりません。
　合同公式訪問などの意見もありますが、実
現はなかなか難しい様です。今後のガバナー
のご活躍を祈念するばかりです。
　補佐任期中には忙しさ、日々の重圧感など
に悩まされ通しではありましたが、それ以上
に経験出来たものの方が多かったと感じて居
ります。
　特に多くの知り合いを得た事は何よりの財
産であります。
　今は、補佐として充実した時間を過ごし得
た事に感謝して居ります、有難うございまし
た。

仲間に出会う事は、聖なる道の半場まで来
たと思っていいのでしょうか」。お釈迦様は

「アーナンダよ、よき友を得ることは聖なる
道のすべてである。よき友を得るということ
は、闇の中で迷った時に、手を引いてくれる
友人がいる。闇を照らしてくれる灯火になる。
それをよき仲間という」とお答えになったそ
うです。
　私はロータリーの素晴らしさは私心のない
友情であり、絆ではないかと考えています。
これからも皆様とのフェローシップを大切
に、“一灯照隅” であり続けたいと思ってい
ます。
　３年間本当に有難うございました。

財産は多くの知り合い

一灯照隅で

荒木　一寿

刀根　莊兵衛

退任にあたって（ガバナー補佐）
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　地区委員長では、地区の組織再編により委員会が統合されたり、別の委員会になったり
するのを含めて１０人の委員長が交代されます。ほとんどがなんらかの形で地区委員会に
残っていただいていますが、うち９人の委員長に交代するにあたっての言葉をいただきま
した。

交代します（地区委員長）

会員増強・拡大委員会　武田　敏夫（京都伏見RC）

ロータリー情報委員長　奥村　照夫（京都八幡ＲＣ）

財団奨学金・財団学友・世界平和フェローシップ委員長　渡邉　倫久（京都洛北ＲＣ）

　本年度は、４月の委員
会開催を皮切りに、５月
にアンケート実施、６月
にセミナー会議開催、８
月、９月を中心に全クラ
ブ の 卓 話、 さ ら に 全 グ

ループの地域別会議を開催いたしました。
　卓話や会議は、“入会の意義” や “会員増
強の現状” をテーマとし、一人ひとりが増強

の意義を理解してロータリーを次代に継承し
ていく熱意を持とうと語り合いました。また、
会員増強の課題である年齢・性別・国籍への
差別と向き合うことで、より魅力的なクラブ
作りを目指す努力をして参りました。
　会員増強は、次年度またその先へと続く取
り組みです。本年度副委員長の杉本氏に来年
度の委員長を続けていただきます。更なる会
員増強をがんばっていただきたいと思います。

「育てよう、人。」未来への成長をもってロー
タリーの年輪に刻まれます。育てることはそ
だてられること。ロータリーの出会いは友情
を越え、感動と活力を与えてくれます。だか

　“光陰矢のごとし”　年
を重ねる毎に誰しもが一
年の早さを感じるもので
す。桜花が去り新緑とと
もに初夏を迎えます。富
田ガバナーの地区テーマ

らこそ一期一会、この一瞬を奉仕と親睦に邁
進したいものです。年間活動として委員長会
議、アンケート調査、セミナー、卓話等でそ
の現況や思いを各クラブに配信し、活用を奨
励しました。石の上にも３年と言われます。
委員会所属５年、委員長３年、短期間に中身
の濃い勉強をさせて頂きました。その間、関
係各位の皆様にはご指導ご協力賜りありがと
うございました。感謝を申し上げ任務を終え
させていただきます。

みの奨学金受領予定者に対しては予定の資
金を確保できなくなり調整が難航しました。

　パイロット地区への移
行期にあって、年度をま
たぐ当委員会事業への影
響は大きく、対応に奔走
する一年でした。予算制
度の変更により、選考済

また、申請方法の変更の結果、ロータリアン
が自らオンラインでの申請を行うことになり、
この際教育機関の入学許可証の提出も必要な
為、従来の募集活動や選考会を行うことが出
来ず、皆様にはご迷惑をお掛けしました。そ
の他多くの不具合が生じましたが、これを機
にロータリーが行うべき奨学金制度について
新たな議論を始めるべきかと思います。
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ＧＳＥ委員長　河地　妙美（京都西南RC）

社会奉仕委員長　戸所　岩雄（彦根RC）

ローターアクト委員長　安居　継彦（彦根RC）

交代します（地区委員長）

　次年度よりパイロッ
ト 地 区 と な る こ と で、
Ｇ . Ｓ . Ｅ .（研修グルー
プ交換）事業は思いがけ
ず本年度をもって最終回
を迎えることになりまし

た。約半世紀に亘って実施されてきた由緒あ
る事業であるだけに、クラブやＧ . Ｓ . Ｅ . の
諸先輩の方々からは惜しまれる声もあり、懐
かしい良き思い出の数々や苦労話などを聴か
せていただきました。これらを貴重なアドバ
イスとして受け、委員会としても年度初めよ

り一層の責任感と幾分緊張をもって、総仕上
げに相応し締めくくりたいという思いでス
タートしました。
　本年度は第3820地区フィリピン・パタンガ
スをパートナーとしての派遣・受け入れの事
業となりましたが、約一ヵ月の間、双方のホ
ストクラブに多大なご尽力をいただき、若い
職業人の団員には生涯忘れえぬ貴重な体験と
学習の機会となったことと確信しています。
今や財団学友となった彼らからの報告、今回
の成果についてはまもなくお知らせする予定
です。

て奉仕とはどんな意味をもつのか。混迷の時
代であるからこそ、人の絆を確かなものにす
る手立てが単に友愛や親睦ではなく共通の奉

　社会の構造や人の価値
観に大きな変化が生じる
中、奉仕をする側、受け
る側の意識にも変化が起
きていると言われていま
す。ロ－タリアンにとっ

仕の理念に基づくものであると再認識するの
も意義があると思います。
　生きることの意味の軽重さが問われ人々の
絆が弱まることを憂うのならカウンタ－とし
て、今一度真摯に「奉仕とは？」を考えるの
も大切かなと思いながら委員長を勤めさせて
頂きました。この一年間、大変いい経験の機
会を頂いたことに感謝します。有難うござい
ました。

すことはできませんでした。富田ガバナーを
始め、地区役員の皆様には本当にお世話にな

　地区のローターアクト
委員長をさせていただい
て、ありがとうございま
した。もとより、私ども
には過ぎた大役でありま
して、十分に職責を果た

りありがとうございました。アクトの皆さん
と一緒に活動する事が出来、私自身も影響を
受け、変わったように思います。また、アク
ターの皆さんが成長する姿を目の当たりにし
て、ロータリーの精神、プログラムを見直し
た思いです。ロータリーは素晴らしい。この
ような機会に恵まれ全てのロータリアンに感
謝いたします。
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世界社会奉仕委員長　貴志　英生（福井東RC）

ロータリー国際交流委員長　中窪　啓司（平城京RC）

米山奨学委員長　佐野　幸男（大津RC）

交代します（地区委員長）

　地区主催のＷＣＳであ
るミッションを、富田ガ
バナーのご承認を受けキ
リバスと定め活動してき
ました。ほぼ毎月の委員
会開催、長崎そしてフィ

リピンでの会議出席、ＷＨＯとの協議、Ｊ
ＩＣＡとの調整、業者との打合せ、そして 1
週間にわたるキリバスでの下見を経て、よう
やく形になっていきました。

　実際のミッションは現地空港閉鎖となり38
名の参加者はキリバスの地を踏むことはでき
ませんでした。ただ、先発メンバーにより、
結果的には計画通り本事業は遂行できまし
た。
　個人的にはロータリーの理解を深め、奉仕
を実践する行動力を多少は身につけることが
できたかなと思っています。理解を深めれば
深めるほど、この世界社会奉仕事業が世界に
誇れる活動と思えてなりません。

②また、平井年度にハワイＲ.Ｉ.Ｄ. ５０００と地
区同士の友好提携を実現でき、その後、短
期青少年交換、相互に相手地区の地区大会

①友情交換プログラムで
は沢山の思い出と友人
が出来ました。このプ
ログラムに参加して頂
いた皆さんは、それを
実感して頂いたのでは
ないかと思います。

に参加、両地区内のクラブ同士の姉妹提携
等を通じて両地区の交流が継続、発展して
いることを大変嬉しく思います。

③最後の任務として国際大会推進につきまし
て、より多くロータリアンの皆様が参加し
て頂くよう、初体験であるブースでの展示
が成功するよう努力します。

④今後、地区内で奉仕の成果を広げ、それが
世界の奉仕とつながることを祈念して退任
の挨拶に替えさせて頂きます。

く分けて奨学生の選考、奨学資金の寄付増進、
お世話です。この数年、世界同時不況の影響
で寄付金が減少し続け、米山奨学事業も縮小
に至るのではと恐れています。奨学資金増進

　数年間、地区米山奨学
委員会に所属し、この度
退任する事になりまし
た。ご協力有難うござい
ました。
　米山奨学事業は、大き

には米山事業への深いご理解が求められ、委
員長さんのご理解推進が必要不可欠と感じて
います。
　毎年、代わられる方が多いとはいえ、事業
へのご理解が少ない方がおられるのは残念で
なりません。奨学事業への理解はまず世話ク
ラブになり、奨学生と実際に接し、積極的に
話しかける事です。きっと今まで感じなかっ
た何かが見えてくると思います。
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　2650地区奈良県内13クラブによる「平城遷
都1300年祭」の平城宮跡会場交流広場での「国
際ロータリー案内ブース」が、４月24日から
５月９日までの春季フェアの間開催され、多

　地区新世代委員会は
４月２３日から２５日まで
の２泊３日の日程で、
奈良県天理市の天理大
学、天理教母屋を会場
に、１８歳から３０歳まで
の青年職業人を対象に

「一人前の大人」をテー
マにした２００９〜２０１０年
度 Ｒ Ｙ Ｌ Ａ（ ロ ー タ
リー青少年指導者養成
プログラム）を開きま
した。
　１００人を超える受講生を中心に地区役員・
委員、各クラブ新世代担当者ら約２３０人が参
加。２３日午後から開講式が天理教第３８母屋で
行われ、オリエンテーションやロータリアン
セミナーを受けたあと、早速、第一講。
　２日目は母屋周辺の散策などもあり、天理

くのロータリアンにご利用いただきました。
このブースは、ロータリアンやその家族に対
し、会場内のことやイベントなどについて案
内するもので、奈良県内13クラブが交代で担
当することにしています。
　次回は秋季フェア期間の10月９日から11
月７日までの土日祝日に開催いたします。是
非とも多数ご利用下さい。また、会場内講堂
にて移動例会を開催していただくことも可能
です。会場の予約、奈良文化財研究所の講師
の手配、弁当の手配もさせていただきます。
お問い合わせはファックスもしくはメールで
奈良大宮ＲＣまで。
FAX：0742-33-8583
Mail：info@naraomiya-rc.jp

大学に会場を移して第二講とジャーナリス
ト・桜井よしこ氏の第三講。
　３日目は再び母屋に戻り、元内閣総理大臣
の安倍晋三衆院議員が「今若者に思うこと、
そして為すべきことは何」をテーマに第四講。
このあと閉講式があり、参加者それぞれが帰
路につきました。

◇青年職業人対象に「一人前の大人」に

◇ロータリーブースオープン

ＲＹＬＡ開催／平城遷都祭にロータリーブース
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　３年に一回開かれる国際ロータリーの立法機関、規定審議会が今年４月２５日から３０日まで、
ロータリー発祥の地であるアメリカ・イリノイ州シカゴで開催されました。世界の５３１地区か
ら選出された代表議員が地区やクラブから出された２００を超える立法案を審議しました。
　今回、採択された主な立法案を紹介します。７月１日までにクラブの定款を変更して立法案
どおり実施するクラブもありますが、ＲＩからの連絡を待って定款を変更するクラブもあるよ
うです。

　　▪採択された主な立法案 次のとおり
　　○直前会長がクラブの役員ならびに理事会のメンバーとなる

　　○出席免除の会員の年齢が６５歳以上の条件が加わる。

　　○会員身分の終結に会員として持つべき高い倫理基準を追加（敦賀ＲＣ提案）

　　○新世代を含めて五大奉仕部門とする
　　　クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕に新世代奉仕を加える。
　　　これは、指導力養成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの

参加、世界平和と異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年ならび
に若者によって、好ましい変化がもたらされることを認識するものとされている。

　　○人頭分担金が増額

　　○１地区のクラブ数が３３、あるいは会員数が１２００名未満の地区は境界の廃止あるいは
変更

　　○ロータリーの第二標語「Ｔｈｅｙ　ｐｒｏ ｆｉｔ　 ｍｏｓｔ　 ｗｈｏ　 ｓｅｒｖｅ　 ｂｅｓｔ」が「Ｏｎｅ　ｐｒｏ ｆｉｔｓ　ｍｏ ｓｔ　
ｗｈｏ　 ｓｅｒｖｅｓ　 ｂｅｓｔ」に変更されます

　　　もともとは「Ｈｅ」から始まりましたが、女性の入会が認められてから「Ｔｈｅｙ」に
なりました。そして、こんどは「Ｏｎｅ」です。特定の性別を示唆するものでなく、
また「Ｈｅ／Ｓｈｅ」より混乱を招きにくいとされています

　　○ロータリーの諸活動に関する根源的な指針となっている「決議２３−３４」の第１項を
奉仕の哲学の定義として使用する

◇四大奉仕が五大奉仕に 新世代加えて

規定審議会速報
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ガバナーエレクトとノミニー紹介

　2010−2011年度ガバナー栗田幸雄氏を紹介します。
　2011−2012年度、２０１２−2013年度ガバナーも決まっているので、簡単に紹介しておきます。



Kyoto/Nara/Fukui/Shiga

R.I.D.2650
2009－2010

国際ロータリー第2650地区
2009-2010年度　ガバナー  富田 謙三
■ガバナー事務所
〒600-8216 京都市下京区塩小路通烏丸西入東塩小路町614
　　　　　新京都センタービル5階520号室
Tel.０７５-３４３‐２６５０　Fax.075-３４３‐２６５１
E-mail:gov09-10@rid2650.gr.jp

月信編集室から

◆弔　意　　謹んでお悔やみ申し上げます
橿原ＲＣ（名誉会員）　恒岡　新一様　5月3日　ご逝去　94歳
奈良東ＲＣ　松井　淳次様　5月4日　ご逝去　62歳
京　都ＲＣ　稲岡　宗傳様　5月7日　ご逝去　85歳
橿　原ＲＣ　南野　寛二様　5月14日　ご逝去　81歳

◇４月の新入会員
■会員の動き

○�「ありがとうございました」
　月信発行は総集編を残してこの号で終わりです。
「読んでいただける月信」をモットーに編集してき
たつもりですが、いかがでしたでしょうか。
　一番悩んだのは、締め切りとの関係で、毎月１日
までに届かないと、数字等はもともと２か月も遅れ
ているので、どうしょうもありません。なんとか、
どの号も間に合ったようです。各クラブのご協力あ
りがとうございました。

■編集後記

■�２０１０－１１年度ガバナー事務所についての
お知らせ

　昨年９月から、２００９～１０年度第２６５０地区ガバナー
事務所ホームページをご覧になっていただきありが
とうございました。次年度も、ガバナー事務所は同
じ場所で地区の事務をしていくことになっており、
住所やＦＡＸ番号、ホームページアドレスはそのま
まです。
　新しい代表電話番号、Ｅメールアドレスなどお知
らせしておきます。
 ・代表電話番号　０７５－３５３－２６５０
 ・ＦＡＸ番号　　０７５－３４３－２６５１（変更なし）
 ・Ｅメール　　　ｇｏｖ２０１０－１１＠ｒｉｄ２６５０．ｇｒ．ｊｐ
 ・ホームページ　ｈｔｔｐ：／／ｒｉｄ２６５０．ｇｒ．ｊｐ（変更なし）
　なお、７月１日までは、現事務所にあるエレクト
事務所（０７５－３５３－２６５０）で連絡がつきますし、すで
にアップしておられますホームページは現在のホー
ムページからリンクできます。

クラブ 氏　名 職業分類

京都 中尾　一和 医学教育

京都 津田　博朗 蒸留酒製造販売

京都東 小野　恭平 リネンサプライ

京都洛北 仮家　道隆 レストラン

京都洛北 北原　茂樹 観光旅館

京都洛西 西山　弘高 貿易業

京都田辺 前　　直明 喫茶

あすか 清水　　徹 運輸

五條 井本　誓晃 学院経営

平城京 藤岡　將悟 呉服販売

奈良 中野　聖子 ホテル

奈良 吉田　保喜 旅行業

奈良東 野口　　創 鍼灸師

福井あじさい 小原　弘明 サービス・自由業

福井フェニックス 森　　惠司 仏教（日蓮宗）
■平井パストガバナーが叙勲

　平井義久パストガバナーが
２０１０年春の叙勲で食料品加工
業振興への功績により、旭日
中綬章を受章されました。お
めでとうございます。
　平井パストガバナーは２００６
－２００７年度当地区ガバナー・
㈱西利会長。

クラブ 氏　名 職業分類

丸岡 髙倉　文寛 洋菓子製造・配布

敦賀西 高橋伊佐美 プラント建設

五個荘能登川 木村　　宏 重軽量鉄骨設計施工　各種金属加工溶接

湖南 澤田　　淳 新聞販売

大津 大江　　徹 旅行企画斡旋

栗東 小林善一郎 競馬会

高島 岸田　皓介 土木

八日市南 野口　章生 自動車修理


